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世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

建
設
計
画
に
つ
い
て
、
建
設

費
用
及
び
、
そ
の
財
源
、
維

持
管
理
費
、
年
間
入
場
者
数

の
予
測
と
そ
の
根
拠
は
。

　
　
　

建
設
費
に
つ
い
て
、

以
前
10
億
円
程
度
と
説
明
し

た
が
、
昨
今
の
世
界
情
勢
や
、

円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
事
が
予
想
さ
れ

る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
過

疎
債
を
主
に
、
起
債
や
補
助

金
や
交
付
金
等
を
充
当
で
き

る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。
維

持
管
理
費
は
、
年
間
３
千
万

円
程
度
と
考
え
て
い
る
。
集

客
数
は
、
年
間
15
万
人
を
目

標
と
す
る
。
根
拠
は
、
原
城

世界遺産センター
関連予算上程は性
急すぎる
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議
員

跡
の
来
訪
者
数
や
、
近
隣
の

観
光
関
連
、
物
産
販
売
施
設

の
集
客
状
況
を
基
に
算
出
し

た
。

　
　
　
今
回
の
補
正
予
算
に

そ
の
基
本
設
計
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
然
、

行
政
側
は
あ
る
程
度
の
検
討

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、

我
々
議
員
は
、
可
否
を
判
断

す
る
為
の
知
見
が
殆
ん
ど
な

い
。
特
に
今
期
は
、
新
人
議

員
が
８
名
加
わ
っ
て
お
り
、

初
議
会
で
い
き
な
り
提
案
さ

れ
て
も
困
惑
す
る
の
で
は
な

い
か
。
今
回
こ
の
基
本
設
計

予
算
を
可
決
す
る
と
い
う
事

は
、
総
額
10
数
億
円
の
建
設

事
業
に
同
意
す
る
と
い
う
事

で
あ
る
。
議
員
に
は
予
算
の

議
決
権
と
い
う
権
限
が
あ
る

が
、
同
時
に
大
き
な
責
任
も

伴
う
。
こ
の
よ
う
な
大
型
事

業
に
関
わ
る
案
件
で
あ
り
、

我
々
議
員
各
々
が
調
査
、
研

究
を
す
る
為
の
期
間
が
絶
対

に
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
上

程
は
性
急
す
ぎ
る
と
思
う

が
。

　
　
　

原
城
跡
の
価
値
を
、

市
内
外
の
多
く
の
人
に
、
将

来
に
渡
っ
て
知
ら
し
め
る
為

に
、今
、世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

を
整
備
す
る
事
は
非
常
に
重

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
私
も
原
城
跡
を
主
と

す
る
史
実
は
、
日
本
史
の
中

で
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
価

値
を
後
世
に
渡
り
伝
え
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
為
に
、
10
数
億
円
の
建

設
費
と
毎
年
３
千
万
円
の
維

持
費
を
要
す
る
セ
ン
タ
ー
が

必
要
か
否
か
の
判
断
を
議
員

と
し
て
行
う
に
は
、
今
議
会

の
上
程
と
し
て
は
拙
速
で
あ

る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

・
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路

　
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

・
大
型
台
風
時
の
高
齢
者
避

　
難
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
有
効
活
用
に

　
つ
い
て

議
員

市
長

市
長

議
員

原城跡の価値
を内外及び後世へ伝
える為に必要である。

　
　
　
他
に
大
き
な
産
業
の

少
な
い
本
市
に
と
り
、
農
業

振
興
は
重
要
な
課
題
だ
と
考

え
る
。
近
年
の
農
業
農
村
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
農
業
の
振
興
に
対
し
て

の
市
長
の
基
本
的
な
考
え
方

を
伺
い
た
い
。

　
　
　

本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
生

産
量
の
増
加
と
作
物
の
高
品

質
化
の
推
進
に
よ
る
、
農
業

者
の
所
得
向
上
と
経
営
安
定

化
を
図
る
た
め
、
国
や
県
の

補
助
事
業
の
活
用
の
ほ
か
、

市
独
自
の
取
組
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

農業振興に対しての
考え方を伺う

酒 井 光 則 議員 

議
員

　
　
　
本
市
の
農
地
基
盤
整

備
率
は
20
数
％
と
低
い
状
態

に
あ
る
。
基
盤
整
備
の
推
進

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
振
興
の
た
め
に

は
、
農
地
の
基
盤
整
備
事
業

は
大
変
重
要
な
施
策
で
あ

る
。
生
産
性
の
効
率
化
な
ど

の
向
上
に
よ
っ
て
、
農
業
経

営
の
安
定
と
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
現
在
実
施
中
の
地
区
の

早
期
完
成
並
び
に
新
規
地
区

の
事
業
採
択
に
向
け
て
、国
・

県
及
び
土
地
改
良
区
の
御
協

力
の
下
で
、
基
盤
整
備
事
業

推
進
の
取
組
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
諫
早
方
面
に
向
か
う

国
道
２
５
１
号
並
び
に
57
号

は
島
原
半
島
南
西
部
住
民
に

と
っ
て
重
要
な
幹
線
道
路
で

あ
る
。
今
年
３
月
に
事
業
化

が
決
定
さ
れ
た
富
津
防
災
ト

ン
ネ
ル
と
共
に
、
島
原
半
島

西
回
り
道
路
の
早
期
整
備

は
、
半
島
南
西
部
住
民
の
悲

願
で
あ
る
。
国
・
県
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を

行
わ
れ
る
考
え
か
。

　
　
　

市
議
会
議
員
は
も
と

よ
り
、
地
元
選
出
の
国
会
議

員
、
県
会
議
員
の
皆
様
方
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
要
望
活
動
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
加
津
佐
中
学
校
横
の

市
道
は
、
道
幅
が
狭
く
近
く

に
農
協
の
選
果
場
が
あ
り
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
数
多
く
通

行
し
、
大
変
危
険
な
状
態
に

あ
る
。
子
供
た
ち
の
安
全
の

た
め
に
も
道
路
拡
幅
計
画
は

な
い
の
か
。

　
　
　

現
在
中
断
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
の
で
、
安
全
確

保
の
た
め
に
も
、
地
域
の
皆

様
の
御
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
し
っ
か
り
取
り
掛
か
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

農業者の所得
向上を目指し支援に
取り組んでいく。

市長

市長

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう


